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二重構造モデル 日本人集団の形成に関わる一仮説

埴原和郎

要 旨:日 本 人集 団 の形成 史 につ い ては古 くか らさ まざ まな学説 が提 唱 され た。 その多 くは一面

の真理 を語 る と思 われ るが 、石器 時代 か ら現代 に至 る種 々 の デ ータを全体 として説明 す る には

説 得力 に欠 け る面 もあ る。 同時 に、現 在 の デ ータや研究 方 法 で再 検 討 され るべ き問題 も少 な く

な い。 例 えばBaelzが 記載 した 、 いわゆ る薩摩 タ イプ ・長州 タイ プの問題 や 、 アイ ヌ ・琉球 人

の系統 関係 な どは、当時 とは異 な る視 点 か ら再 検討 す る必 要が あ る。

また、一 方 で は、 きわ め て限 られ た デ ータか ら、 日本 の文 化 や歴史 を無 視 した短 絡 的発 言が

行 わ れ る こと もあ り、 しか もそ れが 国際 的 に通 用 す る とい う危険 性 を は らんで い る ことは無 視

で きな い問題 で あ る。

本論 文 で提 出す る日本 人集 団 の二重 構造 モデル は、従 来 の諸説 を比 較検 討 し、 また最 近 の研

究 成果 に基 づ く統計 学 的分析 に よって得 られ た一 つの仮 説 で あ る。 このモ デル は次 の点 を骨 子

とす る。

(1)現代 日本人 の祖 先集 団 は南東 アジ ア系 で 、お そ ら く後期 旧石 器時 代 か ら 日本列 島 に住み 、

縄 文人 を生 じた。(2)弥生 時代 か ら7世 紀 ころにか けて北 東 ア ジア系 の集 団が 日本列 島 に渡来 し、

大 陸 の高度 な文 化 を もた らす と ともに、在 来 の南東 アジ ア系(縄 文系)集 団 に強 い遺伝 的影 響

を与 えた。(3)南東 ・北東 アジ ア系 の2集 団 は 日本列 島 内で徐 々 に混血 したが 、 その過程 は現 在

も進行 中 で、 日本人 は今 もheterogeneity、 つ ま り二重 構造 を保 って いる。

以上 の観 点 か ら、 さ らに次 の ことが導 かれ る。(1旧 本 人集 団 の二重構 造 性 は、弥 生時 代以 降

と くに顕 著 に な った。(2)弥生 時代 か ら現 代 に至 るまで の 日本人 集 団 の地 域 性 は、上 記2系 統 間

の混血 の割 合、 な らびに文 化 的影響 の程 度 が地域 に よって異 な る こ とに よって生 じた。 身体 形

質 や文化 にみ られ る東 ・西 日本 の差 、遺 伝 的勾配 な ども北東 ア ジ ア系(渡 来系)集 団 の影響 の

大 小 に よる と ころ が大 きい であ ろ う。(3)アイ ヌと琉球 人 の身体 形 質 にみ られ る強 い類 似性 は、

両者 とも南 東 アジ ア系集 団 を祖 先 とし、 しか も北 東 ア ジ ア系集 団 の影響 が本 土人 に比 べ て きわ

め て少 な か った とい う共通 の要 因 に よ る。換 言す れ ば、 弥生時 代以 降大 きい変化 を示 した のは

本土 の集 団 で あ る。

以 上 の諸 点 は単 に 日本人 集 団の み な らず、 ヒ ト以外 の動 物、 例.xば 日本犬 や 日本 の野生 マ ウ

スの分布 に も当 て はま る。 また文化 現象 につ いて も二 重構 造 モデ ルで説 明 し うる場合 が 多 く、

さ らに歴 史 との整 合性 も高 い。

言 うまで もな く、種 々 の研 究 領域 の デ ータの 中 には この モデル に適合 しな い もの もあ り、 ま

た 日本人 集 団 の形 成過 程 にお いて、 上記 以外 の複 雑 な要素 が関与 した こと も十分 に考>xら れ る。

また この モデル その もの も検 討 すべ き多 くの課 題 を含 ん でい る。 しか し一方 で は、二 重構 造 モ

デ ル に基 づ い て身体 と文化 に関 わ る諸 現 象 を合理 的 に説明 し得 る ことか ら、 さ らに多 くの点 に

っ いて この モ デル 自体 の適合 性 を検 討 し、修正 を加>x、 理論 の精 密化 を計 る こ とは無意 味 で は

な い と思 わ れ る。
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近代天皇の皇位継承儀礼

エ イ ド リ ア ン ・C・ メ イ ヤ ー

要 旨:天 皇 の皇位 継承 は、践 祚 、即位 礼 、大 嘗祭 とい う三 つ の儀 礼 の流 れ か ら成 り立 ってい る。

これ らの儀礼 はひ とつ ひ とつ、 明治 、大 正、 昭和 の各 天皇 の皇 位継承 にお い て記 述 され てい る。

それ らを比 べ る と、変 化 が明 らかで あ り、 と くに大正 、昭 和天 皇 の継承 にお いて は、 伝統 的 な

要素 が加 え られ て宗教 的 内容 が多 く含 まれ るよ うにな った こ とがわ か る。 ところで皇 位継 承 の

シ ソボ リズ ム と意味 につ いて の解釈 は、 従来 、 大嘗祭 の研 究 にか ぎ られ ていた 。 そ してそれ ら

に二つ の ア プ ローチが あった。 第一 は今 の規 定 と祭儀 の記録 に基 づ くアプ ローチ であ る。 それ

に よ ると天皇 と神 が食 事 を共 に して天皇 の精 神 的威 力 を強化す る こ とに儀 式 の中心 が おかれ て

い る とい うこ とにな る。 も う一 つ の アプ ローチ は、神話 と伝承 に基づ くもの で大嘗祭 を天皇 の

変 容 と再生 に よって天皇 霊 を継 承す る機 会 で あ る と解釈 す る。 この論 文 は、 それ らの方 法 とは

対 照 的 に三 つ の一連 の儀 礼 を含 め た解釈 、 す なわ ちそ れ らの儀 礼 に お いて天皇 と神 が つ ぎつ ぎ

と密接 に交流 す る プロセス を主た るテ ーマ とす る解 釈 を提示 す るもので あ る。 おわ りに、天 皇

位 の本 質 につ い て考 察す る。 それ は、 一 方 では 日本人 の間 で一般 的 に抱 かれ て い る神 の考 えに

関連 し、 他方 で は、 ヒンズ ー教世界 の王権 にお け る同種 の問題 にか かわ ってい る。結論 と して、

王位継 承儀 礼 に含 まれ る神 的 な もの は一 時的 で相 互連 関的 な もので あ るが、 それ はや が て よ り

い っそ う一般 的 な高位 や神聖 性へ と上 昇 してい くとい うこと、 そ して 日本 の ケース は、他 国 の

王位 継承 に もみ られ る情 況 の一例 で あ る とい うことを述べ た。

『金閣寺』現実と復讐

鶴田欣也

要 旨:『 金 閣寺 』 は三 島 由紀夫 の代 表作 のひ とつ だ とい うのが一般 の見方 だ が、 これ は彼 の最

高作 品だ とい う評 価 もあ る。 しか し、 中村 光夫 や小林 秀 雄 はそ うい う評 価 に は反対 してい る。

理 由 は主人 公 の溝 口で あ る。溝 口の内部 の発展 に国宝金 閣寺 を焼 かね ばな らない とい う必然 性

が認 め られ ない とい うので ある。 ただ 、溝 口の内部 の発 展 を詳細 に分 析 した研 究 は これ まで な

か った。 この論 文 は溝 口の内 的進展 を分 析 して この作 品 の深 層 に迫 ろ うとす るもので あ る。

溝 口 には相反 す る発展 の軌跡 が あ る。 ひ とつ は人 生 を受 け入 れ、生 きて い こ うとす る軌跡 で

あ り、 も うひ とつ は人生 に復讐 し よ うとす る軌 跡 で あ る。生 命 の勢力 は主人公 を惹 きつ け ると

同時 に脅 かす 数人 の女性 に よ って代 表 され てい る。一 方、 主人公 の父親 とその代理 で あ る金 閣

寺 は生命 の反対 で あ る永遠 性 と美 を指 向 してい る。 この よ うな相 反 す る勢力 を分析 してみ る と、

ひ とつ の レベ ルで は溝 口 は美 か ら離れ 、人 生 を受 け入 れ る方向 に向 か って い るのだが 、同 時 に、

も うひ とつ の レベルで は人 生 に復 讐 しよ うとす る方向 に も動 いて い る ことが分 か る。 小説 が進

む につれ 、溝 口 は女 性 に次 第 に接 近 して い くの だが、 接近 すれ ぽす るほ ど、 女性 は美 しさや品

位 を失 な ってい く。 金 閣寺 の美 か ら離 れ 、人 生(女 性)に 近 づ くにつれ 、人 生が そ の輝:きを失

な って い く とい う矛 盾 で ある。 この作 品 の最 後 に有 名 な一 行 が あ る。 「仕 事 を終 へ て一服 して
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ゐ る人 が よ くさ う思 ふ や うに、 生 き よ う と私 は思 つ た。」 ひ と仕事 終>xて 一 服 して い る人 は

「生 き よ う」 な どとは思 わ ない ものだ。 この有 名 な文 章 に含 まれ た矛 盾 は作 品 の 内部 、 と くに

主 人公 の 内部 の矛盾 人生 を受 け入 れ る と同時 に それ を罰 した い とい う を象徴 して い る。

いのちの概念

森岡正博

要 旨:本 論 文 の 目的 は、 現代 日本 にお け る 「い のち」 の イ メージ と概 念 を検 討す る ことに よ っ

て、生 命 と科学 技術 をめ ぐる国 際的議 論 に貢献 す る ことにあ る。英語 の`life'に当た る 日本 語 は

「い のち」 で あ る。 しか し、 「いのち」 と`life'のニ ュア ソスは場合 に よって異 な るの で、本 論文

で は 「いの ち」 とい う言 葉 を用 いて議 論 を進 め る こ とにす る。我 々 は まず 「い のち」 の語 義上

の意 味 を検 討 し、我 々 の行 った アソケ ー ト調査 や 出版物 の中 に現 れ た 「い のち」 の イ メー ジの、

い くつ かの重要 な特 徴 につ い て考 察 す る。 つ い で、我 々 は 「いの ち」 の概 念 の哲 学的 ・形 而上

学 的解 釈 を提案 す る。最 後 に、生 命学 の簡 単 な ア ウ トライ ンを紹 介 し、生 命倫 理 や環 境 問題 に

関 す る諸 問題 を研究 す る新 しい方法 を示唆 す る。

怨みの構造

久野 昭

要 旨:「 怨み 」が 日本人 の情 緒及 び文 化 の文脈 の中 で持 つ独 自の構造 を明 らか にす る こ とが 、

本 稿 の意 図で あ る。 その 「うらみJが 「うら」(裏)に 由来 す る 「うらむ 」 の名 詞形 で あ る こ

と、 そ してそ の 「うら」 が、 「お もて」(表)と は対 照 的 に、「心 」 にか かわ る もの で あ る こ と

は、 言 うまで もない。我 々 は本稿 で い くつか の 日本 語 を取 り上 げ るけれ ども、我 々 に とって 問

題 なの は、言語 学 的で な く現 象学 的 な 「怨 み」 の構 造 で あっ て、 そ の よ うな観 点 か ら我 々 は、

主 として 「裏」 「表 」 お よび 「思 い」 とかかわ る様 態 にお いて、 「怨み 」 とよばれ る現 象 を特徴

づ けた い。

ゲオルグ ・マイスター17世 紀 の庭師および彼の東洋庭園論

ウ ィ ー ベ ・ カ ウ テ ル ト

要 旨:1692年 、 ドイ ッ ・ドレスデ ンで東洋 の庭 園 に関す る初 め て とい える詳 しい本 が 出た 。著

者 はゲ オル グ ・マイ スタ ー。 ドイ ッ ・テ ユー リンゲ ソ生 まれ の庭 師 でオ ラ ンダ東 イ ン ド会社 の

兵 士 として東洋 の紀 行 を主 に書 いた"東 洋 園芸庭 園師"と い う書物 で あ る。

園芸 ・造 園 の分野 か ら見 た東洋情 報 と して非 常 に早 い時期 に ヨーRッ パ に伝 え られ 、 しか も

多 くの東洋 園芸 植物 が紹 介 された 。 その 中に は 日本 国 内で大衆 が好 んで植 えていた と思 わ れ る
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植物 が90種 も紹介 され て い る。彼 自身が持 ち帰 った植物 は ヨーRヅ パ 内の有力 な植 物蒐 集 家達

に配 られ、本 と ともにた いへ んな関 心 を呼 んだ。

本 書 の中 で と くに注 目に値 す るのは マ イス ターの 「発 見 」 した 日本庭 園 の 自然 らし さで あろ

う。 当 時流行 してい たいわ ゆ る整 形 式 の フ ランス式 庭 園 に反 して、 マ イ スタ ーに よる神 が つ く

ったで あ ろ うと思 わ れ るほ どの"日 本 庭 園 の 自然 ら しさ"に つ い ての情 報 は、 ヨー ロ ッパ の庭

園様 式 の主 流が イギ リス風 景式庭 園 へ転 回す る影響 を与>xた であ ろ う。 マイ スタ ーが ヨー ロッ

パ に帰 った後 の活 動 は まだ 不明 な点 が多 く、本稿 は もっぱ ら植物 学 な らびに庭 園史 の資料 とし

て彼 の著書 を紹 介す る。

鬼界カルデラの噴火が屋久島の完新世の植生変遷史に
及ぼした影響について

安 田喜憲

要旨:屋 久島の花之江河湿原の花粉分析の結果、6300年前に噴火した鬼界カルデラによる幸屋

火砕流堆積物によって、古屋久杉やヤマグルマからなる古花之江河湿原周辺の森林は壊滅的打

撃を被ったことが、明らかとなった。現在の新花之江河湿原は約2500年 前に形成された。

講演

日本人 の 「あの世」観

梅原 猛

日本の開国

マ リ ウ ス ・B・ ジ ャ ソ セ ン

中国医学の原形はいかにして形成 されたか

山田慶兒
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